
出席者45名・欠席者12名・免除会員2名

麻田・藤井・後藤・和泉享・眞鍋・松山・森

中野昌・野口・高岡-会員

　

80.36％（9/7）

夏見　良宏

和泉　清憲

塩田　等

∵ 9月のプログラム

7 (№１)-客　話

14 (№2)-夜間例会観月会

21 (№3)-クラブフォーラム

28 (№4)-会員卓話

∵ 他RC例会変更

善通寺　9/13→9/15歓迎会

坂出　　9/12　観月会

　　　　　9/19　休会

∵ ニコニコＢＯＸ；なし

祝誕生月

　竹内君

よいことがありました

　秋山憲夫君

誕生日＆丸亀RCｺﾞﾙﾌｺﾝﾍﾟ

準優勝・ﾆｱﾋﾟﾝと色々良い事が

ありました

　夏見君

ｺﾞﾙﾌｺﾝﾍﾟでﾆｱﾋﾟﾝ頂きました

　陶國君

ｸﾗﾌﾞﾌｫｰﾗﾑを終えて

　塩田君

<ニコニコ会計累積/￥150,000>

∵

がんばるＢＯＸ；

出席できなくて

　池田君

初出場のｺﾞﾙﾌでたくさんの

賞をいただきました

　細谷君

観月会お世話になりました

　陶國君

<がんばる会計累積/￥109,000>
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■会長挨拶

「62歳の今日思うこと“即今只今”」

起こるかどうかわからないことや、起こってしまったことをあれこれ考えずに、

今、自分にとって何が大切か、何を成すべきかを考えることが大切だと思う。

ロータリアンでもあった、松下幸之助氏も、「どんなに悔いても過去は変わら

ない。どれほど心配したところで未来もどうなるものでもない。いま、現在に

最善を尽くすことである。」と言っている。「大切なのは、かつてではない、こ

れからでもない、“即今只今”」である。

■幹事報告

①本日、地区大会参加費のお支払いをお願いします

宿泊費については後日に別集金となります

②米山功労クラブ累計１００万円を超えたことによる感謝状の紹介

■例会事業；会報雑誌・広報IT委員長 塩田 等

現在世の中には様々なインターネットのサービスが

普及している。TVなどで「インスタ映え」などという言葉

を耳にしたことがある方もいらっしゃるかもしれない。

これは最近特に若い女性に人気のSNSサービス

Instagramのことで、お洒落なカフェで見栄えの良いデ

ザートなどを食べたときにその写真などをアップして

自慢したりすることがよく行われている。現在のイン

ターネットサービスは個人が世界に情報を発信でき、

しかも双方向性にコミュニケーションがとれることが特徴である。

丸亀ロータリークラブはホームページを開設しており、過去の週報などを閲

覧することができるようになっている。ホームページは個人であっても世界に

情報を発信できるという意味で、これまでのマスコミュニケーションの枠を超え

る画期的な出来事であったが、掲載された情報を見るだけの一方通行のコミュ

ニケーションでもあった。その後、コメントやトラックバックといった機能によって、

開設者と閲覧者、また閲覧者同士のコミュニケーションをはかれることが特徴

の所謂「ブログ」が広まりを見せ、さらに近年はmixi、Twitter、Facebook、

Instagramなどの『SNS』と呼ばれるサービスがネット上でのコミュニケーションの

主体となっている。丸亀ロータリークラブでも2014年12月以来Facebookページ

を開設・公開して情報発信を行っているが、インターネットサービスの変遷は

とても激しいもので数年前まで最先端だったFacebookも現在はどちらかという

と中高年が主体のサービスという認識で若い世代は冒頭に紹介したInstagram

などをよく利用しているようである。今後も時代の変遷にあわせて情報発信の

手段について対応していきたい。また、メンバー間のコミュニケーションツールと

してFacebook内に非公開グループとして丸亀ロータリーITフォーラムを開設して

いるので、ご活用いただきたい。また稲田前委員長が努力され多くの方が登録

されている「My Rotary」についても今後の活用方法を検討したいと思う。


